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地球にある原子は、宇宙でつくられました。

約150億年前、ビッグバンという大爆発がおこり高温の宇宙が誕生しました。

宇宙は急激にふくらみ、そして温度が下がりました。

温度が下がるにつれて、電子や陽子などができました。それらが結びついて、

最初の原子・水素ができました。

水素があつまって太陽や星ができました。星の内部が高圧・高温になり、水素

同士がひとつにとけあってヘリウムができました(星の燃焼)。

原子核同士がひとつにとけあうことを核融合といいます。

このヘリウムがさらに核融合してもっと重い原子ができていきました。

星の中心部は中性子星またはブラックホールになりました。

星の外側は宇宙空間へ飛び散りました。

これが星の最後です。

超新星(大マゼラン雲の中に1987年に発見された。)

すべての原子は、星の一生の間につくられ、爆発によって宇宙の星くずとなりました。

星くずが再び集まり、太陽系ができ、地球が誕生しました。

46億年前のことです。

こうして鉄までが宇宙でつくられました。

核融合でつくられた原子　

中性子を吸収してつくられた原子
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「超新星爆発」といいます。
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30万年後

10億年後

100億年後

150億年後
(現在)

宇宙の進化

陽子や中性子が生成

電子やニュートリノなどが生成

水素原子などが生成

銀河と星が生成

太陽系が誕生

宇宙の膨張

星の内部で起きる核融合

水素

核融合

陽子
中性子

核融合
核融合 核融合

重い水素 ヘリウム-4ヘリウム-3

ビッグバン宇宙の誕生

10万分の1秒後➡

核融合がおわると星は縮み、その重力によって陽子と電子が結合して中性子がで

きました。

中性子は、鉄などの原子に吸収され、もっと重い原子が次々とできました。

その中には、放射性の原子も含まれていました。そのうち半減期の長いウランな

どが、現在も残っています。

中性子

吸収

鉄
重い原子 ウラン
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